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三
七

規　　　約

１）雑誌『言語文化学研究』は、３分冊とし、それぞれ「日本語日本
文学編」「英米言語文化編」「言語情報編」とする。

２）大阪府立大学人間社会システム科学研究科言語文化学専攻所属の
教員は、雑誌『言語文化学研究』に投稿することができる。

３）下記３つの範疇に属する者で、大阪府立大学人間社会システム科
学研究科言語文化学専攻所属の教員の推薦を受けた者は、『言語
文化学研究』に投稿することができる。
（１）大阪府立大学人間社会システム科学研究科に在籍する学生

および修了生、単位取得退学者
（２）大阪府立大学人間社会学研究科に在籍する学生および修了

生、単位取得退学者
（３）その他特に、大阪府立大学人間社会システム科学研究科言

語文化学専攻所属の教員が認めた者

４）投稿は未公刊学術論文に限る。

５）原稿の査読・採否の判断その他の編集業務はすべて編集委員会の
決定にしたがって行う。編集委員会は、教授１名以上を含む委員
構成にする。なお、査読は複数の査読者によって行われる。

６）投稿方法、原稿の書式については別に定める投稿規定、執筆要項
を参照のこと。

７）掲載原稿の著作権は、著者に帰属する。ただし、編集委員会は、
掲載原稿を電子化し、公開・配布するための権利を有するものと
する。

８）掲載原稿は原則的に、大阪府立大学学術情報リポジトリOPERA
（http://repository.osakafu-u.ac.jp/dspace/）に登録し、公開する。



三
八

編　集　後　記

　『言語文化学研究　日本言語文化学編　第12号』をお届けします。
　2005年４月、「大阪府立大学」「大阪女子大学」「大阪府立看護大学」
の三大学が統合され、公立大学法人大阪府立大学として新たなスター
トを切りました。それに伴い、大阪府立大学総合科学部（人間科学 
科・総合言語文化学科）と社会福祉学部（社会福祉学科）、そして大
阪女子大学の人文社会学部（人文学科・人間関係学科）を統合再編す
ることで人間社会学部が誕生し、学部内には人間科学科、社会福祉学
科と同時に言語文化学科が設けられました。
　学術雑誌『言語文化学研究』は、この言語文化学科所属の教員を中
心として刊行しており、それぞれ専門分野に応じて「日本語日本文学
編」「英米言語文化編」「言語情報編」の３分冊となっています。

　本誌に掲載の論文は、以下のサイトでも閲覧可能です。
http://www.lc.osakafu-u.acjp/Lng_Clt/toc.html
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